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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期第３四半期 2,856 △23.6 284 △51.0 302 △48.1 195 △49.2

2025年９月期第３四半期 3,740 7.4 579 15.8 583 14.3 384 14.4

（注）包括利益 2026年９月期第３四半期 195百万円（△49.2％） 2025年９月期第３四半期 384百万円（14.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期第３四半期 78.52 77.35

2025年９月期第３四半期 154.97 153.68

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年９月期第３四半期 4,078 2,967 72.8

2025年９月期 3,925 2,909 74.1

（参考）自己資本 2026年９月期第３四半期 2,967百万円 2025年９月期 2,909百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年９月期 － 0.00 － 55.00 55.00

2026年９月期 － 0.00 －

2026年９月期（予想） 55.00 55.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,725 △18.7 314 △44.2 330 △41.7 214 △44.5 86.04

１．2026年９月期第３四半期の連結業績（2025年10月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年９月期の連結業績予想（2025年10月１日～2026年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年９月期３Ｑ 2,487,200株 2025年９月期 2,487,200株

②  期末自己株式数 2026年９月期３Ｑ －株 2025年９月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年９月期３Ｑ 2,487,200株 2025年９月期３Ｑ 2,480,146株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規 1社 （社名）共新電設工業株式会社、除外 －社 （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績の予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料の３ページ

「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料は2026年８月19日（水）に当社ウェブサイトに掲載する予定であります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調にあるものの、先行きについては国際情勢

等を受けた資源価格の上昇や、世界的な貿易摩擦による影響が危惧される等、不透明な状況が続いています。

このような状況において、当社グループにおいては2025年10月１日より共新電設工業株式会社がグループイン

し、新たなグループ体制となりました。前連結会計年度から継続している受注済の工事について、資材価格や人件

費の上昇が続くなか、原価管理の徹底及び工期管理の効率化に努めました。また、受注活動については、民間向け

の設備投資・更新需要に加え、当社グループが強みを有する廃棄物焼却施設等の更新需要の取り込みを図るととも

に、公共工事の獲得に向けてグループ内の連携も視野に入れた営業活動を進めました。しかしながら、一部案件の

着工時期等に見直しが生じ、売上計上時期が翌期以降に分散する見通しとなったこと等により厳しい状況となりま

した。

その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高2,856,698千円（前年同期比883,451千円減、同

23.6％減）、営業利益284,195千円（前年同期比295,629千円減、同51.0％減）、経常利益302,653千円（前年同期

比280,627千円減、同48.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益195,303千円（前年同期比189,040千円減、

同49.2％減）となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（建設及び機械設置工事事業）

産業用機械設置工事分野について、前連結会計年度から継続している九州地区の工事については順調に進捗した

ものの、一部案件の着工時期等の見直しや前連結会計年度の大型工事完工による反動減により、売上高は883,898

千円（前年同期比433,566千円減、32.9％減）となりました。

建築・構造物建設工事分野について、大型案件が来期に向けての検討となったことを始めとした案件の後倒し等

により、売上高は936,083千円（前年同期比899,620千円減、49.0％減）となりました。

当連結会計年度より新たに加わった電気・電気通信工事分野については受注済の公共工事が進捗し、売上高は

365,355千円となりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間に属する建設及び機械設置工事事業のセグメント売上高は2,185,337千円

（前年同期比967,831千円減、30.7％減）、セグメント利益は298,172千円（前年同期比271,255千円減、47.6％減）

となりました。

（ファシリティ・マネジメント事業）

資材価格や人件費の上昇が続くなか、自治体及び民間施設の管理受託契約の更新と、コストの上昇分の管理受託

価格への反映が進捗したものの、上昇分の全てを補うことはできませんでした。

その結果、当第３四半期連結累計期間に属するファシリティ・マネジメント事業のセグメント売上高は614,303

千円（前年同期比27,321千円増、4.7％増）、セグメント利益は135,312千円（前年同期比11,816千円減、8.0％減）

となりました。

（太陽光発電事業）

第１四半期連結会計期間において、共新電設工業株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、報

告セグメントに「太陽光発電事業」の区分を追加しております。

その結果、当第３四半期連結累計期間に属する太陽光発電事業のセグメント売上高は57,616千円、セグメント利

益は6,604千円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、4,078,293千円となり、前連結会計年度末に比べ153,045千円

増加しました。流動資産は2,804,108千円となり、前連結会計年度末に比べ527,504千円減少しました。これは主に

現金及び預金の減少額443,545千円及び受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等の減少額63,835千円によるも

のです。固定資産は1,274,185千円となり、前連結会計年度末に比べ680,549千円の増加となりました。これは主に

有形固定資産の増加額546,884千円及びのれんの増加額102,470千円によるものです。
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（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、1,110,395千円となり、前連結会計年度末に比べ94,538千円

増加しました。流動負債は675,481千円となり、前連結会計年度末に比べ207,333千円減少しました。これは主に未

払法人税等の減少額73,573千円、その他に含まれる経費未払金の減少額58,712千円及び預り金の減少額53,672千円

があったことによるものです。固定負債は434,914千円となり、前連結会計年度末に比べ301,871千円の増加となり

ました。これは主に長期借入金の増加額78,000千円、資産除去債務の増加額131,221千円及びその他に含まれる長

期未払金の増加額33,756千円によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、2,967,898千円となり、前連結会計年度末に比べ58,507千

円増加しました。これは、配当金の支払い136,796千円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益

195,303千円によるものです。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の74.1％から72.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結会計年度（2026年９月期）の業績予想につきましては、2026年６月25日に公表いたしました業績予想から

変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2025年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2026年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,584,593 2,141,047

受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等 638,921 575,086

商品 53 52

未成工事支出金 16,449 37,476

その他 91,594 50,445

流動資産合計 3,331,612 2,804,108

固定資産

有形固定資産 211,331 758,215

無形固定資産

のれん 26,069 128,540

その他 173 1,414

無形固定資産合計 26,242 129,955

投資その他の資産

長期預金 200,012 200,012

その他 156,049 186,002

投資その他の資産合計 356,061 386,014

固定資産合計 593,635 1,274,185

資産合計 3,925,248 4,078,293

負債の部

流動負債

工事未払金等 372,192 338,305

１年内返済予定の長期借入金 － 36,000

未払費用 29,085 35,553

未払法人税等 96,058 22,485

契約負債 34,568 16,532

賞与引当金 101,653 117,840

役員賞与引当金 45,737 36,478

その他 203,518 72,286

流動負債合計 882,815 675,481

固定負債

長期借入金 － 78,000

退職給付に係る負債 108,126 126,528

資産除去債務 － 131,221

その他 24,916 99,164

固定負債合計 133,042 434,914

負債合計 1,015,857 1,110,395

純資産の部

株主資本

資本金 280,662 280,662

資本剰余金 245,267 245,267

利益剰余金 2,383,461 2,441,968

株主資本合計 2,909,391 2,967,898

純資産合計 2,909,391 2,967,898

負債純資産合計 3,925,248 4,078,293

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年10月１日

至　2025年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年10月１日

至　2026年６月30日）

売上高 3,740,149 2,856,698

売上原価 2,812,721 2,111,703

売上総利益 927,428 744,995

販売費及び一般管理費 347,602 460,799

営業利益 579,825 284,195

営業外収益

受取利息 979 2,997

スクラップ売却益 228 901

保険金収入 1,045 1,121

保険解約返戻金 14 9,879

その他 2,300 5,484

営業外収益合計 4,567 20,385

営業外費用

支払利息 － 1,527

その他 1,112 400

営業外費用合計 1,112 1,927

経常利益 583,280 302,653

特別利益

貸倒引当金戻入額 500 －

投資有価証券売却益 － 1,202

特別利益合計 500 1,202

税金等調整前四半期純利益 583,780 303,855

法人税、住民税及び事業税 186,784 102,359

法人税等調整額 12,652 6,193

法人税等合計 199,437 108,552

四半期純利益 384,343 195,303

親会社株主に帰属する四半期純利益 384,343 195,303

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年10月１日

至　2025年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年10月１日

至　2026年６月30日）

四半期純利益 384,343 195,303

四半期包括利益 384,343 195,303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 384,343 195,303

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期
連結損益計算書

計上額
（注）２

建設及び機械
設置工事事業

ファシリティ・
マネジメント

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 3,153,168 586,981 3,740,149 － 3,740,149

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 3,153,168 586,981 3,740,149 － 3,740,149

セグメント利益 569,428 147,129 716,557 △136,731 579,825

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）２

建設及び
機械設置
工事事業

ファシリテ
ィ・マネジ
メント事業

太陽光発電
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,184,779 614,303 57,616 2,856,698 － 2,856,698

セグメント間の内部売上高

又は振替高
558 － － 558 △558 －

計 2,185,337 614,303 57,616 2,857,256 △558 2,856,698

セグメント利益 298,172 135,312 6,604 440,090 △155,894 284,195

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年10月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△136,731千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年10月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△155,894千円は、セグメント間取引消去558千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△156,452千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　第１四半期連結会計期間において、共新電設工業株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、

前連結会計年度の末日に比べ、当第３四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は、「太陽光発電事

業」において381,631千円増加しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間において、共新電設工業株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、

報告セグメントに「太陽光発電事業」の区分を追加しております。
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「建設及び機械設置工事事業」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に共新電設工業株式会社の株式

を取得し、連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、120,173千円であります。

　なお、のれんの金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的

に算定された金額であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年10月１日

至　2025年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年10月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 10,886千円 49,577千円

のれん償却額 8,689千円 17,703千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。
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取得の対価 現金 420,000千円

取得原価 420,000

アドバイザリー費用等 2,930千円

（企業結合等関係）

（取得による企業結合）

（１）企業結合の概要

①　被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：共新電設工業株式会社

事業の内容　　　：電気工事業、電気通信工事業、管工事業、太陽光発電事業

②　企業結合を行った主な理由

当社グループは、経営方針として、市場の異なる現在の２事業に加え、類似又は近接市場を基盤とする事業

領域を、Ｍ＆Ａにより加えることにより、社会情勢の変化による市場からの業績影響を最小限にとどめること

を目的の一つとしつつ、リスク管理された企業集団に発展していくことを考えております。

加えて、人口減少等にて経済規模の縮小が続く、地元長崎県の経済に貢献することを上場目的の一つとして

いることもあり、Ｍ＆Ａの対象企業は、当社グループが存在する長崎県内企業、かつグループ内シナジーの増

大及び業容拡大が望める企業で検討してまいりました。

共新電設工業株式会社は、戦後まもなく創業し、80年間長崎県内の電気工事・電気通信工事を数多く担って

きた、歴史ある工事会社であり、公共工事を中心に受注し、技術的にも一級電気工事施工管理技師の資格をも

つ中堅の社員が多数在籍しております。また、長崎県北部地区を中心に９か所の太陽光発電所を所有し年間約

370万kWhを発電し売電しております。

当社グループの次の成長戦略の一環として、既存事業会社２社にて未獲得である、長崎県内における電気、

通信工事分野の市場へ参入するとともに、既存事業会社２社が民間企業から受注する各種工事のうち、電気、

通信工事分野のグループ内製化を図ることによる収益力の強化など、事業規模拡大及び事業ポートフォリオ拡

充の足掛かりとするため、本件株式取得を決定いたしました。

③　企業結合日

2025年10月１日

④　企業結合の法的形式

株式取得

⑤　結合後企業の名称

変更ありません。

⑥　取得した議決権比率

100％

⑦　取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

（２）四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2025年10月１日から2026年６月30日

（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

（４）主要な取得関連費用の内容及び金額

（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①　発生したのれんの金額

120,173千円

なお、のれんの金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定

的に算定された金額であります。

②　発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

③　償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却
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